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Abstract: An outbreak of influenza(type A) occurred in a ward at a university hospital in February 2013. A total of 17
people (5 patients and 12 staffs) suffered and it took 8 days from the recognition to the end of the outbreak. We implemented
precautions for droplet infection including the wearing of surgical masks, restriction on working of the suffering staffs, and
isolation of the suffering patients. We also restricted the admission to the ward and the acceptance of patients on Emergency
Division for 7 days. We speculated that the reason for the early termination of the outbreak, even in the endemic season on
influenza, was the implementation of the aggressive detection of symptomatic individuals using virus-detection kits, the
thorough precautions including the restriction on working, isolation, and ward closure.
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ルエンザ A と診断され，そのうちの 1 名は救急外来で
勤務していたので，濃厚接触した救急部医師 2 名と入
院患者 1 名にオセルタミビルの予防内服を実施した．
2 月 28 日，前日よりオセルタミビルの予防内服を実
施していた呼吸器外科入院中の患者からインフルエン
ザ A が検出された．この患者は，2 月 22 日に入院し 2
月 26 日に手術（胸腔鏡下肺部分切除術）を受けていた．
2 月 27 日の夜より呼吸困難感が出現し，翌 2 月 28 日






た）．また，新たに看護師 1 名がインフルエンザ A と
診断され，2 月 28 日，病棟への他科患者利用の中止を









とした．その後も，看護師 1 名がインフルエンザ A と
診断された．この時点で，医師 2 名，看護師 6 名，薬
剤師 1 名，患者 2 名の計 11 名がインフルエンザ A を
発症している旨，最寄りの保健所へ報告した．
3 月 1 日，さらに看護助手 1 名と呼吸器内科医師 1










3 月 3 日，インフルエンザ新規発症は確認されず経
過した．
3 月 4 日，病院長と今後の対応について協議を行い，









名，看護師 7 名，薬剤師 1 名，患者 5 名の累計 16 名（前
回報告より 5 名増加）がインフルエンザ A を発症して
いる旨，保健所へ報告を行った．
3 月 5 日，前日に患者 1 名がインフルエンザ A と診





















































































12／12 名 2 名 2 名
呼吸器
外科
7／7 名 1 名 3 名
救急部 8／8 名 0 名 2 名
看護師 41／42 名 7 名 0 名








































タミビル 75mg を 1 日 1 カプセル，7 日間内服する．ま
た，インフルエンザ感染迅速検査も積極的に実施した．


























病棟運営は，2 月 28 日 10 時に他科患者利用を中止．
同日 19 時より新規入院受け入れを中止．また，救急車
による患者搬入も含め，救急部受診患者受け入れを中
止した．3 月 6 日 9 時より，他科患者以外の新規入院
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2013 年 2 月，大学病院でのインフルエンザによるア
ウトブレイクを経験した．
8 日間でインフルエンザ発症者は，スタッフ 12 名，








期間は約 7 日間，フルオープンまでは約 13 日間であっ
た．
インフルエンザの流行時期であったこと，インフル
エンザ症状が乏しかったことから，早期かつ徹底的に
インフルエンザ感染迅速検査を実施し，就業制限や個
室隔離など早期に対応を実施した．また，外部からの
持ち込みや，外部への感染拡大を防止するために，入
院受け入れ制限などを実施したことで，インフルエン
ザ流行期にも関わらず，比較的短い時間で収束を迎え
ることができた．
キーワード：アウトブレイク，大学病院，インフルエ
ンザ
